
令和７年度事業報告

   令和７年度事業報告について、別紙のとおりです。

    Ⅰ 公益財団法人茨城県看護教育財団の事業

      Ⅱ 茨城県結城看護専門学校の事業

      



令 和 ７ 年 度 事 業 報 告

Ⅰ  公益財団法人茨城県看護教育財団の事業

１  理事会について

  １）第１回理事会（書面決議）

        決 議 日    令和７年５月１３日（火）

        議  事    令和６年度事業報告について

              令和６年度決算報告について

          令和７年度定時評議員会の招集（案）について

    報告事項  備品の管理状況について

          アクションプランの評価について

          学校自己評価について

                    

２）第２回理事会（書面決議）

  決 議 日  令和７年７月２８日（月）

       議  事    理事長の選任について

          副理事長の選任について

          常務理事の選任について

                    

３）第３回理事会（書面決議）

  決 議 日  令和８年３月１９日（木）

       議  事    令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

          更新投資計画（案）の策定について

          

２ 評議員会について

１）定時評議員会（書面決議）

        決 議 日    令和７年５月３０日（金）

        議  事    令和６年度年度事業報告及び決算報告について

          評議員の選任について

         理事の選任について

          監事の選任について

    報告事項  備品の管理状況について

          アクションプランの評価について

          学校評価について

３ 公益財団法人茨城県看護教育財団研修会について

１）第１回財団研修会

        日   時    令和７年９月２７日（土）１０時～１２時

    場  所  茨城県結城看護専門学校 視聴覚室

        参 加 者   県西地域の看護職員及び看護教育関係者 ８７名（内当校教員１０名）

※当日の会場参加者５０名、オンライン参加者３７名

        講    師    鶴若 麻理 教授（聖路加国際大学 生命倫理学・看護倫理学分野）

    テ ー マ  看護の中の日常倫理 ～認知症ケアをとおして～

Ⅱ 茨城県結城看護専門学校の事業

１ 教育計画の実施について

１）カリキュラムについて

      学則に定められた教育課程に基づき、各学年の教育が円滑に進められた。



（１）臨地実習

     ア ３年生の実習

    領域別実習：令和７年５月１３日～１１月１９日

成 人 看 護 学：結城病院、城西病院、友愛記念病院、古河赤十字病院、

茨城県西部メディカルセンター、県西総合健診協会

老 年 看 護 学：介護老人保健施設すばる、特別養護老人ホームしらとり

        在 宅 看 護 論：訪問看護ステーション愛美園、訪問看護ステーション春風、

ゆいナースステーション、筑西診療所訪問看護ステーション、

結城市健康増進課

     小 児 看 護 学：みくに保育園、結城ふたば保育園、かなくぼ保育園

             古河赤十字病院、社会福祉法人きなり

     母 性 看 護 学：茨城西南医療センター病院、池羽レディースクリニック

     精 神 看 護 学：ホスピタル坂東

    イ ２年生の実習

        看護実践実習   ：令和７年７月１６日～７月２８日

結城病院、城西病院、友愛記念病院、古河赤十字病院

        看護過程展開実習Ⅰ：令和７年１２月１日～１２月１１日

結城病院、城西病院、友愛記念病院、古河赤十字病院

        看護過程展開実習Ⅱ：令和８年１月１３日～１月２６日

結城病院、城西病院、友愛記念病院、古河赤十字病院、

茨城県西部メディカルセンター

        看護過程展開実習Ⅲ：令和８年２月１２日～２月２６日

結城病院、城西病院、友愛記念病院、古河赤十字病院、

茨城県西部メディカルセンター

ウ １年生の実習

        看護の基礎となる施設実習Ⅰ：令和７年４月２８日～５月２日

結城病院、城西病院、友愛記念病院、

看護の基礎となる施設実習Ⅱ：令和７年１２月１６日～１２月１８日

結城病院、城西病院、友愛記念病院、古河赤十字病院、

（２）地域演習

ア １年生

    看護の基礎となる地域演習Ⅰ：令和７年６月１７日～６月１８日

介護老人保健施設すばる、特別養護老人ホームヒューマン・ハウス、

             ヒューマンハウスデイサービス、通所リハビリセンター茶釜の湯

看護の基礎となる地域演習Ⅱ：令和８年２月２日～２月６日

結城病院、城西病院、古河赤十字病院、新小山市民病院

             結城市東部地域包括支援センター たけだ

結城市西部地域包括支援センター ヒューマン・ハウス

             結城市南部地域包括支援センター 青嵐荘

（３）施設見学実習

    ア ２年生

茨城県立こども病院：令和８年３月６日（金）

イ １年生

    茨城県立医療大学及び茨城県立医療大学附属病院：令和８年２月２７日（金）

    



（４）人間関係ワークショップ

広い会場を借用し実施した。

令和７年９月４日（木）、９月５日（金） 結城市公民館

      

２）非常勤講師の確保

      自治医科大学関連（病院）、筑波大学（病院）、白鴎大学、茨城県立医療大学、結城市医

師会、結城病院、城西病院、友愛記念病院、茨城西南医療センター病院、古河赤十字病

院、茨城県西部メディカルセンター、ホスピタル坂東、県立中央病院、土浦協同病院、筑

波記念病院、新小山市民病院、つるみ脳神経病院等の協力を得た。

３）学校行事

（１）入学式

        日    時    令和７年４月８日（火）１３時３０分

        場    所    茨城県結城看護専門学校  体育館

        入学許可    ３５名（男子３名、女子３２名）

（２）学生交流会

日   時    令和７年４月１８日（金）１４時～１６時

        場    所    茨城県結城看護専門学校  体育館

        参 加 者    全学生、教職員

        内    容    レクリエーション等を通じ、学生間・学生と教職員の交流を図った。

（３）戴帽記念講演

  日 時 令和７年１０月７日（火）１３時１５分

  場  所  茨城県結城看護専門学校 Ｃ教室・視聴覚室

  参 加 者  戴帽生（１年生）、２年生、３年生、教員等

    講  師  長澤 稔晃 先生（古河赤十字病院 診療看護師）

  テ ー マ  「変わりゆく社会の中で求められる看護師とは」

（４）戴帽式

        日  時  令和７年１０月８日（水）１３時３０分

        場    所    茨城県結城看護専門学校  体育館

        戴  帽    １年生 ３５名(男子３名、女子３２名）

（５）卒業記念講演

        日  時  令和８年３月３日（火）１３時１５分

        場    所    茨城県結城看護専門学校  Ｃ教室・視聴覚室

        参 加 者    ３年生、２年生、１年生、教員

        講  師    小笹 雄司 先生（筑波大学附属病院 看護師長 臨床看護准教授

茨城県臓器移植コーディネーター）

        テ ー マ  移植医療における患者・家族に寄り添う看護とは

～移植コーディネーターの歩みと看護師の役割～

（６）卒業式

        日    時    令和８年３月４日（水）１３時３０分

        場    所    茨城県結城看護専門学校  体育館

        卒 業 生    ３１名 (男子３名、 女子２８名）

（７）就職説明会

        日  時  令和８年３月１０日（火）９時００分

        場    所    茨城県結城看護専門学校  Ｃ教室・視聴覚室



        参 加 者    １年生・２年生、県西地域及び近隣の病院（１７施設）看護部長等３５名

          対面方式１５施設、オンライン方式２施設

内    容    学生が就職先の選定に活用するため、各施設の採用計画、待遇、卒後教育

等について看護部長等から説明を受けた。

２ 教育の支援体制充実について

１）学生相談室の開設

   カウンセラーを委嘱して学生相談室を開設し、学生の悩みやメンタル面の相談に応じた。

   日  時  毎月２～３回 金曜日 １６時３０分～１８時３０分

   回  数  ２１回

   相談人数  延べ５０名

２）臨地実習指導者合同会議

日  時  令和７年６月２０日（金）、令和７年１０月１０日（金）

協議内容   令和７年度実習の振り返り、意見交換

３）在宅看護論実習指導者会議

日  時  令和８年３月９日（月）

   協議内容   令和７年度地域・在宅看護論実習の振り返り、令和８年度在宅・在宅看護論実

習の説明

４）教育の組織体制

（１）専任教員の確保

ア 専任教員として１０名を確保したが、１名が自己都合により令和７年１０月末に退職。

また、１名の教員が令和７年１２月末で解派遣するなど、他の教員の業務が増大したた

め、全体的に休暇取得が進まなかった。

イ 職場におけるストレスチェックを行ったところ、４名の教員が高ストレスと判定され、

学校カウンセラーによる面接を実施した。

   

（２）専任教員の研修

茨城県看護教員連絡会・日本看護学校協議会・茨城県等主催の研修会、看護教育学会等に

参加し、専任教員の教育力の向上を図り、実習方法の改善につなげた。

内容等については次のとおりである。



研修名 内容 主催 年月日 場所・方法 出席数 出席者 摘要

日本看護学校協議会総会学校長会 ｵﾝﾗｲﾝ 1 小島

日本看護学校協議会事務担当者会議

日本看護学校協議会研修会

日本看護学校協議会副学校長・教務主任会

日本看護学校協議会関東甲信越ﾌﾞﾛｯｸ研修会 魅力ある学校経営の実践報告 日本看護学校協議会 ８/２０ ｵﾝﾗｲﾝ 1 川那子 後日ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ配信視聴

看護教員連絡会研修（役員会） 茨城県看護教員連絡会 ５/15、６/12、10/９、２/５ つくば看護専門学校 4 川那子

領域別研修会　　　　　　　学校管理 ５/29、11/13、２/19 水戸医師会看護専門学院 2 小島・川那子

　　　　　　　　　　　　　　　　基礎看護学 ８/2 土浦協同病院附属看護専門学校 2 髙松・皆川

　　　　　　　　　　　　　　　　成人看護学 ８/２ 土浦協同病院附属看護専門学校 2 酒井・菅原

　　　　　　　　　　　　　　　　老年看護学 ８/２ 土浦協同病院附属看護専門学校 1 稲葉

　　　　　　　　　　　　　　　　母性看護学 ８/２ 土浦協同病院附属看護専門学校 1 鯉渕

　　　　　　　　　　　　　　　　地域・在宅看護論

　　　　　　　　　　　　　　　　精神看護学

看護教員連絡会　全体研修会
現代の学生の傾向とかかわり方～教員のﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝの

視点～
茨城県看護教員連絡会 ８．２（土） 土浦協同病院附属看護専門学校 8

小島・髙松・稲葉・皆川・

酒井・髙須・菅原・川那子
TNサクセスコーチング代表　奥山美奈

看護教員連絡会　教育研修会 看護を教えること～看護教員として大切にしたいこと～ 茨城県看護教員連絡会 10．25（土） 県トラック協会 8
髙松・早瀬・海老沢・稲

葉・酒井・髙須・菅原・川

那子

目黒　悟

日本看護学校協議会　専任教員研修(領域・分野別）

日本看護学校協議会　学会 地域・在宅で活躍する看護師、それを支える看護教育 日本看護学校協議会 ８/７・８ ｵﾝﾗｲﾝ 4 海老沢・髙須

新人教員研修「かたりば」 県立中央看護専門学校 ５/23、3/４ 中央看護専門学校 6 酒井・菅原・髙須

看護教員としての４ヵ月を振り返る・新人教員の教育活

動
医療人材課 ８/８ 薬剤師会館 2 菅原、酒井

専任教員養成講習会交流研修 県立医療大 ８/29 県立医療大 2 菅原、髙須

看護教員継続研修（専任教員）

茨城県立医療大学　海外招聘講演会 学習効果を最大化するｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの力 県立医療大学 ９/10
県立医療大学（現

地からオンライン）
1 髙須

実習指導者講習会 実習指導の実際
県R都医療大学

茨城県看護協会

９/16、９/17、９/18

９/20、９/24、10/4

県R都医療大学

茨城県看護協会
6 髙松

合　　計　（A） 51

財団研修会 看護の中の日常倫理　～認知症ケアをとおして～ 茨城県結城看護専門学校 ９/２７（土） 対面・ｵﾝﾗｲﾝ 10

小島・鯉渕・髙松・

早瀬・海老沢・皆

川・高𣘺・髙須・菅

原・川那子

聖路加国際大学　鶴若　麻理　教授

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ研修

合　　計　（Ｂ） 10

A＋B合計 61
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看護教員継続研修（新任教員）



（３）実習指導教員の配置

   実習施設で学生の実習指導にあたる実習指導教員（非常勤嘱託・臨時職員）について、２

名を雇用し、引き続き実習指導体制の充実を図った。

３ 学生募集及び確保について

１）オープンキャンパス・学校見学会

        実 施 日    令和７年４月２６日（土）、５月３１日（土）、６月２８日（土）、

７月２６日（土）、８月５日（火）、９月６日（土）

令和８年３月２０日（土）

場    所    茨城県結城看護専門学校  

        参 加 者    １５２名（高校生７９名、社会人９名、保護者等６４名）

        内    容    学校概要・募集要項説明、学校紹介（ＤＶＤ）、看護技術体験、校内見学、

在校生との交流会、質疑応答を行った。

２）高等学校訪問等の実施

    県内(主に県西地域)及び栃木県（主に小山市内）の高校に延べ１０２校を訪問し、進路指導

担当者等と面談のうえ、本校のＰＲを行い、学生募集やオープンキャンパスへの参加を推進し

た。

３）進路ガイダンス・模擬授業への参加

業者または高校主催の進路ガイダンス及び模擬授業に参加し、本校の教育の特色等を

ＰＲし、応募者の確保に努めた。県西・県央地域、小山市を中心に延べ１９回において、

１２６名の参加者があった。

４）その他

（１）学校施設のインフラ更新を図り、学習環境の整備に努めた。

（２）ホームページにおいて学校案内の充実を図るとともに、高等学校、実習病院、駅、

スーパー等へのポスターを掲示したほか、令和７年６月より、事務職員によるインスタ

グラムを開始するなど情報発信を行い、学生募集に努めた。

５）入学試験について

        令和８年度(第３４回)入学生の推薦入学試験、学士・社会人入学試験、一般入学試験を

実施し、入学定員の確保に努めた。内容等については次のとおりである。



第１回 第２回 第１回 第２回 第１回 第２回 第３回 第１回 第２回

R7.10.18 R7.10.18 R7.11.15 R7.11.15 R7.10.18 R7.11.15 R7.11.15 R8.1.24 R7.11.15 R8.1.24 R8.2.21 R8.1.24 R8.2.21

県内 １７名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ２名 １名 ２名 ０名 ０名 ６名 １名

県外 ２名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 ２名 ２名

１９名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ３名 １名 ２名 ０名 ０名 ８名 ３名

（１名） （０名） （０名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （０名） （２名） （２名）

総数

県内 １７名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ２名 １名 ２名 ０名 ０名 ６名 ０名

県外 ２名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 ２名 ２名

１９名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ３名 １名 ２名 ０名 ０名 ８名 ２名

（１名） （０名） （０名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （０名） （２名） （１名）

総数

県内 １７名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ２名 １名 ２名 ０名 ０名 ６名 ０名

県外 ２名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 ２名 ２名

１９名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ３名 １名 ２名 ０名 ０名 ８名 ２名

（１名） （０名） （０名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （０名） （２名） （１名）

総数

１９名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ３名 １名 ２名 ０名 ０名 ６名 ２名

（１名） （０名） （０名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （０名） （１名） （１名）

県内 １７名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ２名 １名 ２名 ０名 ０名 ５名 ０名

県外 ２名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 ２名

１９名 ０名 ０名 １名 ４名 ０名 ３名 １名 ２名 ０名 ０名 ６名 ２名

（１名） （０名） （０名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （１名） （０名） （０名） （１名） （１名）

総数

４１名　[女子３３名、男子８名]　[新卒者３４名、既卒者７名]

（　）は男子の再掲

受

験
者
数 計

４０名　[女子３３名、男子７名]　[新卒者３４名、既卒者６名]

合

格
者
数 計

４０名　[女子３３名、男子７名]　[新卒者３４名、既卒者６名]

入学

確約

入
学
者

数 計

３８名　[女子３２名、男子６名]　[新卒者３２名、既卒者６名]

試験日

応

募
者
数

区分

学士・社会人入学試験 一般入学試験

募集

４０名

人員

指定施設

推薦

指定校制

推薦

推薦入学試験

自己推薦公募制推薦

就業者施設

推薦

指定地域

就業選抜

計



４  看護師国家試験対策について

   日常の学習を基本に、業者模擬試験、ゼミ、特別講義、補講等を計画的に取り入れ、また、

模擬試験の結果分析等を活用し、個々の学生の学習支援に取り組んだ。

   令和８年第１１５回看護師国家試験の受験・合格状況は、次のとおりです。

１）受 験

   試 験 日  令和８年２月１５日（日）

場   所  東京工科大学 八王子キャンパス（東京都）

受 験 者  新卒者 ３１名

２）合格発表

   発 表 日  令和８年３月２４日（火）

合 格 者  新卒者 ３１名

合 格 率 １００％（全国合格率８８．３％）

５ 就職対策について

本校の設立趣旨を踏まえて、特に県西地域の看護職員の確保が図れるよう就職指導を行っ

た。卒業生３１名の就職状況は、次のとおりです。

１）看護師 ３１名

№ 県内外 地域別 就  職  先 所在地 人数 計

１

県内

県

西

地

域

古河赤十字病院 古河市 ８

２４

２ 結城病院 結城市 ７

３ 城西病院 結城市 ４

４ 茨城県西部メディカルセンター 筑西市 ３

５ 古河総合病院 古河市 １

６ 協和中央病院 筑西市 １

７ の
地
域

そ
の
他

筑波記念病院 つくば市 ２ ２

８

県外

新小山市民病院 栃木県 ３

５９ 自治医科大学附属病院 栃木県 １

１０ 新久喜病院 埼玉県 １

計 １３施設 ３１ ３１

   

  ２）県西地域就業率：７７．４％（２４名／３１名）

  県内就業率  ：８３．９％（２６名／３１名）



茨城県

県西地域 その他の地域

(第32回生) (第33回生) (第34回生) (第32回生) (第33回生) (第34回生)

３年生 ２年生 １年生 ３年生 ２年生 １年生

結　城　市 4 13 1 18 常総市 1 1

筑　西　市 9 2 9 20 石岡市 1 1

古　河　市 7 3 10 20 水戸市 1 1

坂　東　市 3 1 1 5

桜  川  市 3 3 2 8

下　妻　市 4 1 5

八 千 代 町 5 3 2 10

境      町 1 4 4 9

計 0 0 3 3

計 32 33 30 95 合 計 32 33 33 98

栃木県 その他の県

(第32回生) (第33回生) (第34回生) (第32回生) (第33回生) (第34回生)

３年生 ２年生 １年生 ３年生 ２年生 １年生

小  山  市 5 1 2 8

栃  木  市 1 1

下　野　市 1 1

真　岡　市 2 1 3

上 三 川 町 1 1

計 8 1 5 14 計 0 0 0 0

在校生出身地別合計 在校生男女別合計

(第32回生) (第33回生) (第34回生) (第32回生) (第33回生) (第34回生)

３年生 ２年生 １年生 ３年生 ２年生 １年生

茨城県内 32 33 33 98 男子 1 3 6 10

その他 8 1 5 14 女子 39 31 32 102

合計 40 34 38 112 合計 40 34 38 112

出　身　地 計 計

在校生出身地区別一覧

出　身　地 計 出　身　地 計

出　身　地 計 出　身　地 計

　　（令和８年４月８日現在）


